　令和3年度 千葉市基本計画(素案)に関する区民と区長の意見交換会
日時：令和３年７月１７日（土）１４時００分開始
場所：緑区役所５階　講堂
参加者：緑区各地区町内会自治会連絡協議会及び各地域団体関係者２３名
配布資料：

（１）次第
（２）席次表
（３）千葉市基本計画(素案)の概要（パワーポイント資料）

（４）緑区の目指すべき区の姿（パワーポイント資料）

（５）配付物
　　①ちばまち博
　　②第２回千葉市制１００周年記念フォトコンテスト
　　③第３回千葉氏サミット
　　④クラウドファンディングサポート
議事要旨
１　区長挨拶

２　職員紹介

３　千葉市基本計画（素案）について

　　　　総合政策局総合政策部政策企画課長
　　　　※パワーポイント資料に沿って説明
４　緑区の目指すべき区の姿について

　　　　緑区地域振興課地域づくり支援室長
　　　　※パワーポイント資料に沿って説明
５　意見交換
≪おゆみ野地区≫

●街づくりの将来的な課題として、人口問題が一番大きい。人口の減少を防ぐには、若者を増やすことが大切だが、外国人の居住、労働環境を整えることも必要だと考える。今回の基本計画素案には外国人を取り込む具体的な記載がない。成田空港からのアクセスに優れているため、そこも力を入れるべきではないかと考える。
＜緑区長＞
■いただいたご意見については今後の実施計画の策定において参考にさせていただく。
≪誉田地区≫

　●緑区の強みは自然が多いこと。大きな公園が複数有り、区の面積の約３割弱が山林である。一方で、以前と比べて住宅地や工業団地の拡がりも進んでおり、誉田ニュータウンやその周辺への若年層（子育て世代）の転入者が相次いでいるが、これにまちづくりが追い付いていないと感じている。特に誉田地区は大網街道が主な交通網であるが、道幅も狭く、歩道が無いなど、通学等の自転車や歩行者にとって大変危険である。誉田地区の開発等についての将来的な計画等を明記して欲しい。
＜緑区長＞
■次期基本計画における具体的なまちづくりについては、各所管課と協議しながら進めていく。
≪誉田地区≫

●台風などの災害時に、倒壊すると危険な樹木については実際に被害が発生してからではなく、事前に危険個所を把握し、対処できないか。
大規模開発時の樹木伐採には補助制度があるようだが、小規模な開発時の伐採には適用されない。また、土地の所有者が別の場所に住んでいる場合には、伐採を依頼しても対処してもらえず、危険な状況が放置されている場所もある。
　災害の被害を少なくするという視点から考えると、事前に危険個所を把握し、対処する必要があるのではないか。
＜緑区長＞
■緑区は一昨年の台風で被害が甚大だったこともあるため、災害リスクを予測し、災害につよいまちづくりを次期基本計画の柱として取り組んでいく。
≪椎名地区≫

●市の特性を生かしたまちづくりとあるが、区や地区の特性の集まりが市の特性である。まず先に、区や地区の特性を生かすことが大切で、ひいてはそれが市の特性となるのではないか。
●今回の基本計画において、千葉市と世界の関わりがあまり見えてこない。
　SDGｓについて触れているが、これをどうやって教育や産業などと結びつけていくか示す必要があるのではないか。
　世界とつながり、多様性が求められるなかで、これについての先見性が見えない。
「縄文から受け継ぐ自然との共生」とあるが、具体的な事例がないため、よく分からない。
＜政策企画課長＞
■時間的な制約があり、説明出来なかったが、基本計画の中でも地域社会の多文化共生について記載している。また多様性に関しては、今後外国人が増加していくなかで、円滑に地域社会に溶け込めるよう事業展開していく必要がある。
≪おゆみ野地区≫
●この計画を見たが、具体性が無く取組み内容が見えてこない。各地区のことなど身近な問題を話し合う機会を作って欲しい。
＜緑区長＞

■緑区のまちづくりについては、今後区民対話会などをとおして、区民の皆様と話し合う場を設けさせていただきたいと考えている。
≪椎名地区≫
●災害時には必ず水の供給の問題が発生する。緑区には千葉市の緊急用水が２か所あるが、このほかにも農業用井戸があり、緑区は他区と比べて農業用井戸の数が多く供給可能量も多い。
これは緑区の強みであり、災害時には緑区が千葉市の水の拠点となり得る。
災害時には緑区にある農業用井戸を全市的にもっと活用することを検討してみたらどうか。

＜緑区長＞

■行政が気付かなかった視点で大変参考になった。所管課と協議の上、検討を進めさせていただく。
≪おゆみ野地区≫
●大網街道について、拡幅や渋滞対策の整備をもっと早期に進めて欲しい。併せて塩田町誉田町線などの幹線道路の整備を進めて欲しい。
＜緑区長＞

■大網街道の渋滞及び都市計画道路の整備については課題として認識している。
ご意見については所管課には伝えさせていただく。
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